
福島県教育委員会平成２９年１２月定例会会議抄録



１ 開 催 日 時 平成２９年１２月１５日（金）午後２時００分から

２ 開 催 場 所 教育委員室（県庁西庁舎９階）

３ 出 席 者 鈴木淳一教育長、１番 蜂須賀禮子委員、２番 岩本光正委員、３番 高橋金一委員、

４番 小野栄重委員、５番 浅川なおみ委員

４ 議 事 内 容 及 び 経 過

(1) 開 会 午後２時００分、教育長から１２月定例会の開会が告げられた。

(2) 会 議 録署 名委員の指名 教育長から、蜂須賀委員と岩本委員が会議録署名委員として指名された。

(3) 会 期 の 決 定 教育長から、会期は本日１日としたい旨の発言があり、これについて諮ったところ、全員

に異議なく、そのとおり決定された。

(4) 記 録 係 の 指 名 教育長から、大内副主査が記録係に指名された。

(5) 政 策 監 提 出 理 由 説 明 教育長から政策監に対して、提出事件についての説明が求められた。

政策監から提出議案等の概要について、次のとおり説明があった。

（説明概要）

議案第１号については、技能労務職員の給与及び勤務時間等に関する規則の一部を改正す

るもの。

議案第２号については、職員の給料等の決定の基準に関する規則の一部を改正するもの。

議案第３号については、市町村立学校職員の給料等の決定の基準に関する規則の一部を改正

するもの。

議案第４号については、福島県市町村立学校職員の標準的な職及び標準職務遂行能力を定め
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る規則の一部を改正するもの。

議案第５号については、福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正するもの。

議案第６号については、教育公務員特例法の規定に基づき、校長及び教員としての資質に関

する指標を定めるもの。

議案第７号については、第二次福島県県立特別支援学校全体整備計画を策定するもの。

議案第８号については、地方公務員法の規定に基づき、教職員の懲戒処分を行うもの。

報告第１号については、教職員に対する訓告処分等の内容について報告するもの。

(6) 会 議 （ 一 部 ） 非 公 開 教育長から、本日の審議事項のうち、議案第８号及び報告第１号について非公開で審議し

たい旨の発言があり、これについて諮ったところ、全員に異議なくそのとおり決定された。

(7) 議 案 審 議

議 案 第 １ 号 技能労務職員の給与及び勤務時間等に関する規則の一部を改正する規則について（議案第１

議 案 第 ２ 号 号）、職員の給料等の決定の基準に関する規則の一部を改正する規則について（議案第２号）

議 案 第 ３ 号 及び市町村立学校職員の給料等の決定の基準に関する規則の一部を改正する規則について（議

議 案 第 ４ 号 案第３号）、職員課長から、福島県市町村立学校職員の標準的な職及び標準職務遂行能力を定

める規則の一部を改正する規則について（議案第４号）、義務教育課長から説明があった後、

全員に異議なく原案のとおり可決された。

議 案 第 ５ 号 福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則について（議案第５号）、高校

教育課長から説明があり、以下の質疑応答の後、議案を取り下げた。

高 橋 委 員：第１０条第２号副校長の専決事項ク及び第３号教頭の専決事項クの「公務」は「校

務」の誤りではないか。また、同号において、教頭の専決事項を「その他校務」、
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副校長を「その他特定の公務」とすると、副校長の方が上位者であるにもかかわら

ず、教頭の専決事項の方が広範囲となるのはおかしいのではないか。

（一時中断）

高 校 教 育 課 長：文書法務課と協議した結果、上位者である副校長よりも下位者である教頭の方が

専決できる範囲が広いと解釈できるため、整理のうえ、再度お諮りしたい。

議 案 第 ６ 号 校長及び教員としての資質に関する指標について（議案第６号）、教育総務課長から説明が

あり、以下の質疑応答の後、全員に異議なく原案のとおり可決された。

小 野 委 員：こういった教員の資質を習熟度別にまとめた規定というのは初めてである。こう

いう概念が元々あるのであれば、色々な事例に照らし合わせて、今まで比較できた

のではないかと思うが、これは全く新しいものであるのか、原案が何年も前からあ

ったものであるのか。

教 育 総 務 課 長：このような指標を作るのは初めてのことである。一方で、例えば福島大学や、本

県教育委員会で持っている教育センターでは、教員として何年目の段階でどういっ

た能力が求められるかという議論そのものは色々なところでなされてきた。そうい

った議論がこの中に集約されており、また、これまでの教育委員会で議論いただい

たようなご指摘、例えば、小野委員からいただいてきたような人権意識に係るもの

は、ステージゼロで、まず入り口の段階で求められるということを明確にしている。

この指標は、そういったここまでの議論の積み上げを再構築したということである

と考えている。これまで、色々なところであった議論や資料を集約したという意味

では価値があることだと思うし、他県でも同様の指標を作成するが、こういった表
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にまとめたのは比較的珍しく、１枚にまとめていくということは挑戦的なことでは

あったが、こういったことに取り組みたいと思い、まとめさせていただいた。

議 案 第 ７ 号 第二次福島県県立特別支援学校全体整備計画について（議案第７号）、特別支援教育課長か

ら説明があり、以下の質疑応答の後、全員に異議なく原案のとおり可決された。

浅 川 委 員：平成３２年度にかけて特別支援が必要な子どもたちが増加する見込みの根拠は。

特別支援教育課長：現在、特別支援学級及び特別支援学校で学んでいる児童生徒数から積算している。

背景としては、医療の進歩などによる障がいの診断の普及、受診動機の高まり、障

がいの状態や教育的ニーズに応じた教育を望む保護者の増加といった点がある。

浅 川 委 員：例えば保育園などの子どもたちが学校に入っていくので、その子たちの障がい者

を調べてスライドさせているというようなことではないのか。

特別支援教育課長：実際の一人一人のお子さんについて認定しているかどうかは調べきれないため、

推定ということで算定している。

岩 本 委 員：施設面で老朽化している建物が多いと思うが、耐震補強は完了しているのか。ま

た、新たに学校を設ける３地区については、新築するのか、廃校等の再利用により

設置するのか。

特別支援教育課長：本県特別支援学校の校舎については耐震補強は済んでいる。老朽化した校舎につ

いては、計画的に校舎改築を進めているところと、併せて、本計画により急ぎ対応

するところに分けている。３地区の学校の在り方については、地域の実情もそれぞ

れ異なるため、地域関係者や保護者などとの懇談会を実施し、候補地や学校の在り

方について検討を進めることとしている。
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これ以降の審議については、会議の冒頭で決定されたとおり、非公開とされた。

(8) 前 回 会 議 録 の 承 認 教育長が、平成２９年１１月定例会会議録（案）について、その承認の可否を諮ったところ、

全員に異議なく、これを承認することに決定された。

(9) 議 案 審 議

議 案 第 ８ 号 福島県公立学校教員の懲戒処分について（議案第８号）、高校教育課長から事故の内容に関

する説明が、職員課長から懲戒処分案に関する説明があった後、全員に異議なく原案のとおり

可決された。

ここで、教育長から暫時休議が告げられた。

午後３時３６分、教育長から委員会の再開が告げられた。

(10) 報 告 事 項

報 告 第 １ 号 訓告処分等について（報告第１号）、職員課長から説明があった後、全員に異議なく了承さ

れた。

(11) 次 回 の 日 程 次回の定例会について、教育総務課長から平成３０年１月１９日（金）午後１時３０分より

開会することが提案され、全員に異議なく、そのとおり決定された。

(12) 閉 会 午後４時１０分、教育長から閉会が告げられた。


